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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第54期

 第２四半期 　
連結累計期間

第55期
 第２四半期 　
連結累計期間

第54期
 第２四半期 　
連結会計期間

第55期
 第２四半期 　
連結会計期間

第54期

会計期間

自  平成21年
     ４月１日
至  平成21年
     ９月30日

自  平成22年
     ４月１日
至  平成22年
     ９月30日

自  平成21年
     ７月１日
至  平成21年
     ９月30日

自  平成22年
     ７月１日
至  平成22年
     ９月30日

自  平成21年
     ４月１日
至  平成22年
     ３月31日

売上高 (千円) 5,648,0015,724,5673,096,1693,233,16310,929,687

経常利益 (千円) 181,012 150,976 167,113 206,970 276,243

四半期(当期)純利益 (千円) 74,594 60,044 86,086 105,666 86,419

純資産額 (千円) ― ― 5,181,0245,195,4365,185,663

総資産額 (千円) ― ― 9,420,2339,450,6788,821,616

１株当たり純資産額 (円) ― ― 773.37 775.51 773.41

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 11.27 9.07 13.01 15.97 13.06

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 54.3 54.3 58.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 994,214 274,764 ― ― 586,970

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 2,285 △ 29,525 ― ― △ 19,337

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △ 134,917△ 78,355 ― ― △ 176,919

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 1,606,7421,302,7561,135,872

従業員数 (名) ― ― 318 313 315

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容に重要な変更はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成22年９月30日現在

従業員数(名) 313

(注)　従業員数は就業人員であります。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成22年９月30日現在

従業員数(名) 138

(注)　従業員数は就業人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第２四半期連結会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 金額(千円)
 前年同四半期比

（％）

緑化関連薬剤・資材事業 94,080 ―

産業用薬品事業 55,381 ―

合計 149,462 ―

(注) １　金額は、製造原価によっております。
２　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

　
(2) 受注実績

当第２四半期連結会計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 受注高(千円)
前年同四半期比
（％）

受注残高(千円)
前年同四半期比
（％）

土木緑化工事事業 329,027 ― 1,026,667 ―

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(3) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 金額(千円)
 前年同四半期比

（％）

緑化関連薬剤・資材事業 2,397,576 ―

産業用薬品事業 436,583 ―

土木緑化工事事業 293,684 ―

その他 105,318 ―

合計 3,233,163 ―

(注) １　外部顧客に対する売上高であります。

２　セグメント間取引については、相殺消去しております。

３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

４　販売実績に対し10％以上に該当する販売先はありません。

　

２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間における我が国経済は、海外経済の改善を背景として輸出や生産は増加基

調にあったものの、雇用環境や個人消費は低迷しており、さらに円高が進行するなど、先行き不透明な状

況で推移しました。

　このような経済情勢のなか、当社グループを取り巻く事業環境は、ゴルフ場業界では、天候不順や猛暑の

影響等による入場者数の減少やプレー料金の低価格化の進行等による経営合理化の一段の強化、製紙業

界では、紙需要の減少による減産の継続、また緑化工事業界では、公共、民間工事ともに発注量および発注

金額の減少等、依然として厳しい状況にありました。 

　このような事業環境のもと、当社グループは総力を挙げて独自剤を中心にした主力商品の拡販に努めま

した。

この結果、当第２四半期連結会計期間の売上高は３２億３千３百万円（前年同期比４．４％増）とな

りました。 利益面につきましては、営業利益は２億６百万円（前年同期比２７．２％増）、経常利益は２

億６百万円（前年同期比２３．８％増）、四半期純利益は１億５百万円（前年同期比２２．７％増）と

なりました。

　当第２四半期連結会計期間におけるセグメント別の概況については、以下のとおりであります。

〔緑化関連薬剤・資材事業〕

主要需要先であるゴルフ場業界の経営合理化が一段と強まるなか、子会社との連携を一層強化し、

主要除草剤、抑草剤および殺菌剤などの主力商品に加え、新規除草剤の拡販に努めました。

この結果、当事業の売上高は２３億９千７百万円、営業利益は２億５千万円となりました。

〔産業用薬品事業〕

主要需要先である製紙業界の紙・板紙の需要減少に対応した減産体制が続くなか、製紙用薬品の

スライムコントロール剤、防腐剤、異物除去剤、剥離コーティング剤、紙力増強剤等の新規市場開拓お

よび拡販に努めました。

この結果、当事業の売上高は４億３千６百万円、営業利益は２千９百万円となりました。
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〔土木緑化工事事業〕

公共工事、民間工事ともに発注件数および発注金額の減少により、受注競争が一段と激化するな

か、ゴルフ場関連工事のほか、高速道路、防災公園および校庭緑化工事等の環境対策事業の受注獲得

に努めました。

この結果、当事業の受注工事高は３億２千９百万円となりました。また完成工事高は２億９千３百

万円、営業損失は７百万円となりました。

〔その他〕

その他は、保険代理業・リース業および食品添加物の販売などで、売上高は１億５百万円、営業利

益は９百万円となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産は９４億５千万円で、前連結会計年度末に比べ６億２千９百万

円の増加となりました。 

　これは、流動資産が６億７千４百万円の増加、固定資産が４千４百万円の減少によるものです。

　流動資産の増加は、受取手形及び売掛金１億３千６百万円等の減少に対して、商品及び製品２億８百万

円、現金及び預金１億６千６百万円、未成工事支出金３億８百万円等の増加によるものです。 

　固定資産の減少は、投資有価証券３千５百万円、リース投資資産３千万円等の減少によるものです。 

　負債は４２億５千５百万円で、前連結会計年度末に比べ６億１千９百万円の増加となりました。 

　これは、流動負債が６億３千９百万円の増加、固定負債が１千９百万円の減少によるものです。

　流動負債の増加は、支払手形及び買掛金４億７千３百万円等の増加によるものです。 

　固定負債の減少は、リース債務１千６百万円等の減少によるものです。 

　純資産は５１億９千５百万円で、前連結会計年度末に比べ９百万円の増加となりました。 

　これは四半期純利益６千万円による利益剰余金の増加等によるものです。 

　この結果、自己資本比率は５４.３％、1株当たり純資産額は７７５円５１銭となりました。 

　
(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は、前年同四半期連結会計期間末に比べ３億３百

万円減少し、１３億２百万円となりました。 

　各キャッシュ・フローの状況の分析は次のとおりです。

当第２四半期連結会計期間のキャッシュ・フローについては、前年同四半期連結会計期間に比べ営業

活動により２億４千４百万円減少、投資活動により３千２百万円減少、財務活動により３千万円増加し、

現金及び現金同等物は２億４千６百万円の減少となりました。

　営業活動によるキャッシュ・フローは、１億４千１百万円の減少となりました。これは、税金等調整前四

半期純利益が２億７百万円ありましたが、売上債権の増加２億８千６百万円、仕入債務の減少１億９千１

百万円等の資金の減少によるものです。

　投資活動によるキャッシュ・フローは、２千５百万円の減少となりました。これは、主として、有形固定

資産の取得による支出２千６百万円等の資金の減少によるものです。

　財務活動によるキャッシュ・フローは、２千９百万円の減少となりました。これは、リース債務１千５百

万円の返済及び配当金の支払い６百万円等によるものです。

　
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　
(5) 研究開発活動

当第２四半期連結会計期間の研究開発費の総額は５千８百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 18,000,000

計 18,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年11月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,691,300 6,691,300
大阪証券取引所
(ＪＡＳＤＡＱ市場)

一単元の株式数　1,000株

計 6,691,300 6,691,300― ―

(注）大阪証券取引所（ＪＡＳＤＡＱ市場）は、平成22年10月12日付で同取引所ヘラクレス市場及びＮＥＯ市場とと

もに、新たに開設された同取引所ＪＡＳＤＡＱに統合されており、同日以降の上場金融商品取引所は大阪証券取

引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）であります。

(2) 【新株予約権等の状況】

　

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年９月30日 ― 6,691,300 ― 1,102,428 ― 1,328,851

　

EDINET提出書類

株式会社理研グリーン(E02784)

四半期報告書

 9/31



　

(6) 【大株主の状況】

平成22年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

クミアイ化学工業株式会社 東京都台東区池之端１丁目４―26 1,913 28.60

イハラケミカル工業株式会社 東京都台東区池之端１丁目４―26 466 6.98

イハラ建成工業株式会社 静岡県静岡市清水区長崎69―１ 450 6.73

ケイ・アイ化成株式会社 静岡県磐田市塩新田328 266 3.98

柴崎一好 茨城県つくば市 220 3.29

理研グリーン従業員持株会
東京都台東区上野２丁目12―20
ＮＤＫロータスビル

178 2.67

株式会社三菱東京UFJ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７―１ 133 1.99

共栄火災海上保険株式会社 東京都港区新橋１丁目18―６ 121 1.81

長澤のり 神奈川県横浜市都筑区 110 1.64

株式会社クミカ物流 静岡県静岡市清水区渋川100 79 1.18

計 ―――― 3,938 58.86

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成22年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

―
株主としての権利内容に制限の
ない、標準となる株式普通株式 74,000

完全議決権株式(その他)
普通株式
 

6,548,000 6,548同上

単元未満株式
普通株式
 

69,300 ― 同上

発行済株式総数 6,691,300 ― ―

総株主の議決権 ― 6,548 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株(議決権１個)含まれ

ております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式230株、証券保管振替機構名義の株式200株が含まれ

ております。
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② 【自己株式等】

平成22年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社理研グリーン

東京都台東区上野２丁目
12―20　NDKロータスビル

74,000― 74,000 1.11

計 ― 74,000― 74,000 1.11

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 209 209 205 220 202 220

最低(円) 198 195 192 194 189 191

(注)　最高・最低株価は、大阪証券取引所（ＪＡＳＤＡＱ市場）におけるものであります。

なお、大阪証券取引所（ＪＡＳＤＡＱ市場）は、同取引所ヘラクレス市場及びＮＥＯ市場とともに、新たに開設さ

れた同取引所ＪＡＳＤＡＱに統合されており、平成22年10月12日付で大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダー

ド）に上場となっております。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

　

(1) 退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日

　　取　締　役　　　　　　　　　　
　　　　　　

　　　─ 竹　下　俊　彦 平成22年８月２日
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び前第２四半期連結

累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第２四半期連結会計期間(平成22年７月１日から平成22年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間

(平成22年４月１日から平成22年９月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間(平成21年７月１

日から平成21年９月30日まで)及び前第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間(平成22年７月１日から平成22年９月30日

まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年９月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、芙蓉監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,303,756 1,136,872

受取手形及び売掛金 2,702,911 2,839,544

リース投資資産 268,899 287,992

商品及び製品 1,353,256 1,144,589

仕掛品 55,233 32,403

原材料及び貯蔵品 229,444 165,134

販売用不動産 10,745 10,745

未成工事支出金 375,731 67,031

その他 189,355 145,964

貸倒引当金 △10,148 △25,133

流動資産合計 6,479,185 5,805,143

固定資産

有形固定資産

土地 1,141,922 1,141,922

その他（純額） ※１
 385,880

※１
 375,229

有形固定資産合計 1,527,802 1,517,152

無形固定資産

のれん 124,348 131,876

その他 9,521 11,410

無形固定資産合計 133,869 143,286

投資その他の資産

投資有価証券 298,210 333,868

リース投資資産 348,179 379,049

ゴルフ会員権 260,813 275,558

その他 577,347 554,053

貸倒引当金 △174,730 △186,496

投資その他の資産合計 1,309,820 1,356,033

固定資産合計 2,971,493 3,016,472

資産合計 9,450,678 8,821,616

EDINET提出書類

株式会社理研グリーン(E02784)

四半期報告書

13/31



（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,045,420 1,571,478

短期借入金 76,795 80,156

リース債務 286,765 299,996

未払法人税等 107,368 92,280

賞与引当金 144,244 141,620

その他 481,004 316,924

流動負債合計 3,141,598 2,502,455

固定負債

長期借入金 10,869 22,586

リース債務 416,606 433,371

退職給付引当金 463,096 456,653

役員退職慰労引当金 158,906 155,895

その他 64,165 64,989

固定負債合計 1,113,644 1,133,496

負債合計 4,255,242 3,635,952

純資産の部

株主資本

資本金 1,102,428 1,102,428

資本剰余金 1,328,851 1,328,851

利益剰余金 2,678,543 2,651,591

自己株式 △19,205 △18,934

株主資本合計 5,090,618 5,063,936

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 41,000 54,767

評価・換算差額等合計 41,000 54,767

少数株主持分 63,818 66,959

純資産合計 5,195,436 5,185,663

負債純資産合計 9,450,678 8,821,616
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

売上高 5,648,001 5,724,567

売上原価 4,202,894 4,277,458

売上総利益 1,445,106 1,447,108

販売費及び一般管理費 ※１
 1,277,948

※１
 1,296,420

営業利益 167,158 150,687

営業外収益

受取利息 304 561

受取配当金 2,144 2,248

受取賃貸料 9,608 1,268

雑収入 6,455 4,523

営業外収益合計 18,513 8,602

営業外費用

支払利息 2,847 1,649

持分法による投資損失 1,533 6,658

雑損失 278 6

営業外費用合計 4,659 8,314

経常利益 181,012 150,976

特別利益

固定資産売却益 141 192

投資有価証券売却益 3,465 1,348

貸倒引当金戻入額 3,260 12,399

受取保険金 20 －

特別利益合計 6,887 13,940

特別損失

固定資産廃棄損 56 188

投資有価証券評価損 1,249 －

ゴルフ会員権評価損 1,150 1,250

特別損失合計 2,456 1,438

税金等調整前四半期純利益 185,443 163,478

法人税等 ※２
 109,318

※２
 102,404

少数株主損益調整前四半期純利益 － 61,074

少数株主利益 1,530 1,030

四半期純利益 74,594 60,044
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成22年７月１日
　至 平成22年９月30日)

売上高 3,096,169 3,233,163

売上原価 2,281,277 2,386,192

売上総利益 814,891 846,970

販売費及び一般管理費 ※１
 652,498

※１
 640,460

営業利益 162,393 206,510

営業外収益

受取利息 211 491

受取配当金 69 172

受取賃貸料 4,794 634

雑収入 4,590 2,151

営業外収益合計 9,666 3,448

営業外費用

支払利息 617 405

貸倒引当金繰入額 2,344 －

持分法による投資損失 1,983 2,583

営業外費用合計 4,946 2,989

経常利益 167,113 206,970

特別利益

固定資産売却益 95 192

投資有価証券売却益 3,115 －

貸倒引当金戻入額 － 845

特別利益合計 3,210 1,038

特別損失

固定資産廃棄損 56 151

特別損失合計 56 151

税金等調整前四半期純利益 170,267 207,856

法人税等 ※２
 83,811

※２
 100,414

少数株主損益調整前四半期純利益 － 107,442

少数株主利益 369 1,775

四半期純利益 86,086 105,666
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 185,443 163,478

減価償却費 45,931 47,582

のれん償却額 7,527 7,527

引当金の増減額（△は減少） 29,299 △14,674

受取利息及び受取配当金 △2,449 △2,810

支払利息 2,847 1,649

持分法による投資損益（△は益） 1,533 6,658

投資有価証券売却損益（△は益） △3,465 △1,348

投資有価証券評価損益（△は益） 1,249 －

固定資産売却損益（△は益） △141 △192

固定資産廃棄損 56 188

売上債権の増減額（△は増加） 653,091 357,648

たな卸資産の増減額（△は増加） △108,895 △604,507

仕入債務の増減額（△は減少） 218,893 473,942

未払消費税等の増減額（△は減少） 13,904 △27,769

その他 △41,180 △50,134

小計 1,003,646 357,237

利息及び配当金の受取額 2,449 2,810

利息の支払額 △2,847 △1,649

法人税等の支払額 △9,033 △83,633

営業活動によるキャッシュ・フロー 994,214 274,764

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △4,372 △30,590

有形固定資産の売却による収入 150 200

投資有価証券の取得による支出 △725 △7,969

投資有価証券の売却による収入 8,428 8,360

貸付金の回収による収入 － 2,565

無形固定資産の取得による支出 △235 －

その他 △959 △2,091

投資活動によるキャッシュ・フロー 2,285 △29,525

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の増減額（△は減少） △20,000 －

リース債務の返済による支出 △24,565 △29,878

長期借入金の返済による支出 △57,143 △15,078

配当金の支払額 △33,205 △33,127

自己株式の売却による収入 39 －

自己株式の取得による支出 △44 △271

財務活動によるキャッシュ・フロー △134,917 △78,355

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 861,582 166,883

現金及び現金同等物の期首残高 745,160 1,135,872

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 1,606,742

※１
 1,302,756
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

項目
当第２四半期連結累計期間

(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

１  会計処理基準に関する事項の変更 (1)「連結財務諸表に関する会計基準」の適用

　第１四半期連結会計期間より「連結財務諸表に関する会計基準」

（企業会計基準第22号　平成20年12月26日)を適用し、連結子会社の

資産及び負債の評価については、部分時価評価法から全面時価評価

法に変更いたしました。

　この変更により利益に与える影響額はありません。

 

　 (２)「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」

（企業会計基準第18号平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号平成20年

３月31日）を適用しております。

　この変更により利益に与える影響額はありません。

 

　 (３)社宅家賃の収益・費用の計上方法の変更

　社宅家賃の賃貸料収入は、従来営業外収益として処理しておりまし

たが、費用負担の実態を明確にし、損益区分をより適正にするため、

第１四半期連結会計期間より販売費及び一般管理費から控除する方

法に変更いたしました。 

　この変更により、前年同期と比べ、販売費及び一般管理費は８百万

円減少し、営業利益は同額増加しましたが、営業外収益も同額減少し

たため、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響額は

ありません。

　

【表示方法の変更】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

（四半期連結損益計算書関係）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則等の一

部を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第２四半期連結累計期間では、

「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年７月１日  至  平成22年９月30日)

（四半期連結損益計算書関係）

　　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則等の

一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第２四半期連結会計期間では、

「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　

【簡便な会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

該当事項はありません。
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

項目
当第２四半期連結累計期間

(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

１  税金費用の計算 　当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を

乗じて計算する方法を採用しております。

　

　

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額

　 1,031,748千円

※１　有形固定資産の減価償却累計額

　 992,755千円

　 　 　 　
　

　

(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

　

前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額 

　　は次のとおりであります。　　　　　　　　　　 

　　　　販売促進費                  63,010千円 

　　　　旅費交通費                  69,183 

　　　　運賃保管料                  57,357 

　　　　報酬・給料                 509,273 

　　　　法定福利費                  80,074 

　　　　役員退職慰労引当金繰入額    11,704 

　　　　退職給付費用                17,900 

　　　　賞与引当金繰入額           111,922 

　　　　不動産賃借料                98,506 

※２　法人税等調整額は「法人税等」に含めて表示 

    しております。　　　　　　

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額

　　は次のとおりであります。　　　　　　　　　　 

　　　　販売促進費                 60,718千円 

　　　　旅費交通費                 73,555 

　　　　運賃保管料                 65,063 

　　　　報酬・給料                500,391 

　　　　法定福利費                 82,372 

　　　　役員退職慰労引当金繰入額   12,468 

　　　　退職給付費用               32,731 

　　　　賞与引当金繰入額          108,538 

　　　　不動産賃借料               89,718

※２　　　　　　同左
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第２四半期連結会計期間

　

前第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額 

　　は次のとおりであります。　　　　　　　　　　 

　　　　販売促進費                  31,706千円 

　　　　旅費交通費                  34,223 

　　　　運賃保管料                  31,062 

　　　　報酬・給料                 239,993 

　　　　法定福利費                  39,281 

　　　　役員退職慰労引当金繰入額     5,770 

　　　　退職給付費用                12,464 

　　　　賞与引当金繰入額            67,109 

　　　　貸倒引当金繰入額             9,742

        不動産賃借料　　　　　　    48,677

※２　法人税等調整額は「法人税等」に含めて表示 

    しております。　　　　　　

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額 

　　は次のとおりであります。　　　　　　　　　　 

　　　　販売促進費                 30,821千円 

　　　　旅費交通費                 39,277 

　　　　運賃保管料                 32,645 

　　　　報酬・給料                232,524 

　　　　法定福利費                 38,236 

　　　　役員退職慰労引当金繰入額    6,818 

　　　　退職給付費用               12,944 

　　　　賞与引当金繰入額           66,545 

        不動産賃借料               45,340 

※２　　　　　　同左

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,607,742千円

預入期間３か月超の定期預金 △1,000 〃

現金及び現金同等物 1,606,742千円

　 　

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,303,756千円

預入期間３か月超の定期預金 △1,000 〃

現金及び現金同等物 1,302,756千円

　 　

　

(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成22年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日

 至  平成22年９月30日)

１  発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 6,691,300

　

　

２  自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 74,230
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３  新株予約権等に関する事項

　　　該当事項はありません。

　

　

４  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成22年６月29日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 33,091 5.00平成22年３月31日 平成22年６月30日

　

(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の

効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

　

５  株主資本の著しい変動に関する事項

　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)

　

　

緑化関連
薬剤・
資材事業
(千円)

産業用薬品
事業
(千円)

土木緑化
工事事業
(千円)

その他
事業
(千円)

計
(千円)

消去
又は全社
(千円)

連結
(千円)

　　売上高 　 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に対する
　　　売上高

2,372,070383,557256,96283,5783,096,169─ 3,096,169

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

20,857 ─ ─ ─ 20,857(20,857)─

計 2,392,927383,557256,96283,5783,117,026(20,857)3,096,169

　　営業利益又は
　　営業損失(△)

232,06123,218△22,384△5,301227,593(65,200)162,393

(注) １　当社の事業区分の方法は、製品の種類及び販売市場等の類似性を勘案して区分する方針を採用しております。

２　各事業区分の主要製品等

事業区分 主要製品

緑化関連
薬剤・資材

除草剤

ウェイアップフロアブル、ダブルアップDG、ウェーブル顆粒水和
剤、オフⅡフロアブル、ハプーンフロアブル、MCPP液剤、ラウンド
アップマックスロード、アージラン液剤、スコリテック液剤、サ
プライズフロアブル、プレエム550粒剤、シバゲンDF 他

殺菌剤

ペンコシャイン水和剤、エメラルドDG、クリーングラス水和剤、
ダコグリーン水和剤、バシパッチ水和剤、シャルマット水和剤、
トップティ水和剤、プレビクールN液剤、セレンターフ顆粒水和
剤、グランサー水和剤、ボディーブロー水和剤、タフシーバフロ
アブル、ガイア顆粒水和剤 他

殺虫剤
タフバリアフロアブル、ショットイン乳剤、ダイアジノンSLゾ
ル、スミチオン乳剤、メガトップ液剤、エンバーMC、アストロ乳
剤、リラークDF 他

肥料
プロスペック、マックスチョイス、グリーンパワー、ニトリカル
チャー 他

抑草剤他
ショートキープ液剤、ビオロックフロアブル、カラーランド、
ニューエクセローンB、スプレイザー、スカイショットエース、
サーフショット、インパクタムシリーズ、ベント芝、芝種子 他

その他 ゴルフ場等総合メンテナンス受託、請負散布

産業用薬品

製紙用薬剤

スライムコントロール剤（ブイテック・KVシリーズ 他）、防腐
剤（バイオタック、バイオダン 他）、家庭紙用剥離・コーティ
ング剤（RHG、レゾソール クレプトロール 他)、耐油剤（インプ
レス)、異物除去剤（ゼニックス、プレステージ、HAP、RGS 他)、紙
力剤 (カイメン、ハーコボンド 他)、その他製紙用薬剤

工業用殺菌・防
腐剤

塗料、接着剤及び金属加工油等化学品用剤（バイオホープ、バイ
オエース 他)、木材用剤（カビカット）

土木緑化工事
公園、グランド、高速道路施設の環境緑化、住宅団地・校庭等の
緑化・造園、ゴルフ場関連工事

その他 保険代理業、リース業、食品添加物
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前第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

　

　

緑化関連
薬剤・
資材事業
(千円)

産業用薬品
事業
(千円)

土木緑化
工事事業
(千円)

その他
事業
(千円)

計
(千円)

消去
又は全社
(千円)

連結
(千円)

　　売上高 　 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に対する
　　　売上高

4,388,487781,339316,303161,8715,648,001─ 5,648,001

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

27,366 ─ ─ ─ 27,366(27,366)─

計 4,415,853781,339316,303161,8715,675,367(27,366)5,648,001

　　営業利益又は
　　営業損失(△)

311,30850,117△52,079△2,958306,387(139,229)167,158

(注) １　当社の事業区分の方法は、製品の種類及び販売市場等の類似性を勘案して区分する方針を採用しております。

２　各事業区分の主要製品等

事業区分 主要製品

緑化関連
薬剤・資材

除草剤

ウェイアップフロアブル、ダブルアップDG、ウェーブル顆粒水和
剤、オフⅡフロアブル、ハプーンフロアブル、MCPP液剤、ラウンド
アップマックスロード、アージラン液剤、スコリテック液剤、サ
プライズフロアブル、プレエム550粒剤、シバゲンDF 他

殺菌剤

ペンコシャイン水和剤、エメラルドDG、クリーングラス水和剤、
ダコグリーン水和剤、バシパッチ水和剤、シャルマット水和剤、
トップティ水和剤、プレビクールN液剤、セレンターフ顆粒水和
剤、グランサー水和剤、ボディーブロー水和剤、タフシーバフロ
アブル、ガイア顆粒水和剤 他

殺虫剤
タフバリアフロアブル、ショットイン乳剤、ダイアジノンSLゾ
ル、スミチオン乳剤、メガトップ液剤、エンバーMC、アストロ乳
剤、リラークDF 他

肥料
プロスペック、マックスチョイス、グリーンパワー、ニトリカル
チャー 他

抑草剤他
ショートキープ液剤、ビオロックフロアブル、カラーランド、
ニューエクセローンB、スプレイザー、スカイショットエース、
サーフショット、インパクタムシリーズ、ベント芝、芝種子 他

その他 ゴルフ場等総合メンテナンス受託、請負散布

産業用薬品

製紙用薬剤

スライムコントロール剤（ブイテック・KVシリーズ 他）、防腐
剤（バイオタック、バイオダン 他）、家庭紙用剥離・コーティ
ング剤（RHG、レゾソール クレプトロール 他)、耐油剤（インプ
レス)、異物除去剤（ゼニックス、プレステージ、HAP、RGS 他)、紙
力剤 (カイメン、ハーコボンド 他)、その他製紙用薬剤

工業用殺菌・防
腐剤

塗料、接着剤及び金属加工油等化学品用剤（バイオホープ、バイ
オエース 他)、木材用剤（カビカット）

土木緑化工事
公園、グランド、高速道路施設の環境緑化、住宅団地・校庭等の
緑化・造園、ゴルフ場関連工事

その他 保険代理業、リース業、食品添加物
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【所在地別セグメント情報】

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社あるいは重要な在外支店がないため、該当事項はありま

せん。

　

【海外売上高】

海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

　

【セグメント情報】

(追加情報)

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平成

21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号

 平成20年３月21日)を適用しております。

　

１  報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループは、非農耕地分野のゴルフ場、高速道路、河川敷等を対象にした緑化資材の販売及びゴルフ

場の総合メンテナンスを主な事業とする「緑化関連薬剤・資材事業」、製紙会社を対象とした機能性薬品

の販売を主な事業とする「産業用薬品事業」、造園工事、土木工事及び緑地管理等を事業とする「土木緑化

工事事業」の3つを報告セグメントとして、包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。
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２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

　

緑化関連
薬剤・
資材事業
(千円)

産業用薬品
事業
(千円)

土木緑化
工事事業
(千円)

その他
(千円)
(注)１

調整額
(千円)
(注)２

四半期連結
損益計算書
(千円)
(注)３

　　売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に対する
　　　売上高

4,353,152846,359337,277187,777─ 5,724,567

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

38,066─ ─ 13,451△51,518─

計 4,391,219846,359337,277201,229△51,5185,724,567

　　セグメント利益又は
　　損失(△)

277,19254,840△31,731 6,328△155,942150,687

(注)１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険代理業・リース業及び食品添加物

の販売を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△155,942千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費用

は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

当第２四半期連結会計期間(自 平成22年７月１日 至 平成22年９月30日)

　

緑化関連
薬剤・
資材事業
(千円)

産業用薬品
事業
(千円)

土木緑化
工事事業
(千円)

その他
(千円)
(注)１

調整額
(千円)
(注)２

四半期連結
損益計算書
(千円)
(注)３

　　売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に対する
　　　売上高

2,397,576436,583293,684105,318─ 3,233,163

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

35,716─ ─ 7,126△42,842─

計 2,433,293436,583293,684112,444△42,8423,233,163

　　セグメント利益又は
　　損失(△)

250,38829,778△7,856 9,079△74,879206,510

(注)１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険代理業・リース業及び食品添加物

の販売を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△74,879千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費用は、

主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

当社グループは、デリバティブ取引を行っていないため該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

　 　

　 775.51円
　

　 　

　 773.41円
　

(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第２四半期
連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 5,195,436 5,185,663

普通株式に係る純資産額(千円) 5,131,618 5,118,703

差額の主な内訳(千円) 　 　

　少数株主持分 63,818 66,959

普通株式の発行済株式数(株) 6,691,300 6,691,300

普通株式の自己株式数(株) 74,230 72,960

１株当たり純資産額の算定に用いられた
普通株式の数(株)

6,617,070 6,618,340

　

２  １株当たり四半期純利益金額等

　　第２四半期連結累計期間

  

前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 11.27円
　

１株当たり四半期純利益金額 9.07円
　

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(注)  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎
　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 74,594 60,044

普通株式に係る四半期純利益(千円) 74,594 60,044

普通株主に帰属しない金額(千円) 該当事項はありません。 該当事項はありません。

普通株式の期中平均株式数(株) 6,619,415 6,617,565
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第２四半期連結会計期間

　

前第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 13.01円
　

１株当たり四半期純利益金額 15.97円
　

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(注)  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎
　

項目
前第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 86,086 105,666

普通株式に係る四半期純利益(千円) 86,086 105,666

普通株主に帰属しない金額(千円) 該当事項はありません。 該当事項はありません。

普通株式の期中平均株式数(株) 6,619,400 6,617,070

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成21年11月９日

株式会社理研グリーン

取締役会　御中

　

芙蓉監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　伊　藤　隆　之　　　　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　鈴　木　潤　　　　　　印

　

　 　 　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社理研グリーンの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間

(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21

年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社理研グリーン及び連結子会社の平成

21年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間

の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年11月８日

株式会社理研グリーン

取締役会　御中

　

芙蓉監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　伊　藤　隆　之　　　　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　鈴　木　潤　　　　　　印

　

　 　 　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社理研グリーンの平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間

(平成22年７月１日から平成22年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22

年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社理研グリーン及び連結子会社の平成

22年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間

の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以　上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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